
 

千葉県伝統の太巻き寿司出張講座 in 藤沢市～ 
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15 回目の今回、前回のチーム活動のさらなる展開に向けて、グループ活動を展開していく。今回までに、各グループとも課

題・宿題があり、それをテーブルに並べて話し合う。写真、各自がつくったもの、資料…そして欠かせないのはお菓子と飲み

物。ものすごく、楽しそうに話がはずむ。今回見ていて興味深かったのは、２つのグループがそれぞれで話し合いをしていな

がらも、別のチームの話し合いを聞いたり、話しかけたり、自分の知っている情報を提供したり…と、自然な形でグループを超

えた交流が起きていたこと。話し合いの後に記録をとっていた黒板を見ると、「ものづくりグループとのコラボ」の文字。双方の

よいところ、さらなるアイディアが膨らむような話し合いのスタイル、学びになる。 

今回の講座には、中野区で社会教育の仕事に関わっている人たちが視察に来ていた。実は中野区でも住民のコーディネ

ーターが主体となって、学習講座の実施を考えており、その視察に。講座後に感想を聞いてみると…「とてもいい雰囲気の講

座に感動しました。みなさんが持ち寄る食べ物のおすそわけ、作ってきたモノなどが、その雰囲気をつくっているように見えま

す。講師の話を聞くだけの講座では、こうした参加者同士の横のつながりはなかなかできないと実感しました。また、講座に参

加している人たちの“その人らしさ”が浮かび上がってくる「自分みせ」というコンセプトもとてもおもしろい」とのこと。この講座

では当たり前のようなことが、実は視点を変えると新鮮さを与えることに、気づいた。（記事:川上） 

 

1月 29日、大人塾昼コースの受講生 2人と一緒 

に藤沢市の善行公民館へ。この公民館には「だ 

がしや楽校」を地域の住民を巻き込んで大々的 

に実施している職員さんがいる。昼コースでのつながりがあり、また私

が太巻き寿司を作れることを知り、講座の講師依頼が来たのがきっかけ。

昼コース受講生にも声をかけ、一度一緒に作ってレシピを共有して、当

日を迎えた。どうやらキャンセル待ちがでるほど注目されているこの技。 

断面図に絵があらわれて、派手！かなり、人目を引く。しかも、もちろ

んモノにもよるが、簡単なものであれば小学生でも作れるもの。数年前

にこの技を学んだ私は、なかなか楽しいこの料理を、友人とのパーティ

ーで見せていたり、大人塾やだがしや楽校関係などブログやメール、ま

た言葉などで発信していた。今回、この機会を得られたのも、「見せてお

くものだ」の一言に尽きる。自分の持ち味や関心ごと、いろんな人に見

せておくと、思わぬところで人生を豊かにする広がりが。 まさに、「自

分みせ」からはじまる価値を体感してしまった！(記事：川上) 

 

コラム 発想する！タ・ネ⑩ 

 

 

わたし 

太巻き寿司保存会
の人（君津） 

技を伝授！ 

知人・友人 
だがしや楽校 
 つながり 

大人塾 
つながり 

パーティーや講座内な
ど、機会があれば見せた
り、おすそわけしたり… 

わたし 

つながりの中から、 
今回のような仕事 
の依頼がきました 

講座までの簡単フローチャート 



 

 

●コミュニティがもっと広がるような企画作りなど。  

●ネットワーク作り。社会人が参加しやすい企画があると良い  

と思った。●それぞれが活躍していることをもっと発表したりＰＲ

するようにしたらよいのではないか。●老若男女問わず、気も 

ちのある人、意識の高い人との連携。 ●いろいろな方の得意技を

みんなに披露できる場作り。●まずは自分の生活をよいものにして

いくこと。●今回のような場が継続していけるような仕組みを作りた

い。●身近な集会で実際に自分で動いてみたい。●各能力をうずめ

ること無く、どんな場面においても柔軟性をもつべくコミュニケーショ

ン能力を育てていく努力をしていきたいと思う。 

 （感想はすべてアンケートより抜粋） 

        

                                                                                          

 

                        
    
                               

 
 
 
                      

 
 
                            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●若い人、学生さんが地域に興味をもって 

動いていること。 ●色々な興味を持っている方の話を 

聞けてよかった。●今回のセミナー参加者が多かった 

ように、非常に関心が高いことがわかった。●世の中には色々な

意見があって、譲れない部分がたくさんあること。でも話し合いを

重ねれば、理解できるのかなとも思った。●今回集まった方々

は、ほとんど初めて会う方々だったので、次回の集まりがあれば

嬉しいと思った●これまで家と会社の往復で地域のつながりは何

もしなかったので、今後のライフスタイルを考える上でも、積極的

な参加を考えてみたいと思った。●人によって街の中の注目する

ところが違っていた。特に自分が発見できなかった風景など。 

◆すぎなみ大人″熟″してる？の発行にあたって◆ 

 この新聞は事務局スタッフ川上・湊の独断と偏見と多少の事実に基づき作成しております。 

 

 

改めて気付いたことは？ 杉並を魅力的な街にするには？ 

つながりづくり！ワークショップ 2012 

 

  花が飾られ、 

照明も工夫され 

ていて雰囲気作り 

はバッチリ。その中 

でゲームの歓声が 

響いていました。 

ゆったりした空気がながれてい

てなんとも素敵！ 
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リラックス運動、似顔絵、他己
紹介、マップ作り、物語作り。
盛りだくさんでしたが、 皆さん
生     生き生きと作業をし           

ていました。 

←まさに立体マッ

プ！ 

 

 

 

定員以上の集客！子供も大人

も一緒になって灯りづくり。楽し

かったと言う声が多数。今後へ

の継続がポイント？！ 

初対面でもハッピーコミュ
ニケーション♪ 

 

 

 

 

 

 

 

一番人気だけあって、熱い想

いの人が集まりました。他の人

の意見を聞き、自分の想いを

ふりかえり、それぞれが色々な

お土産を持って帰ったようで

す。 

 

いよいよワークショップ当日！９月から準

備してきた受講生の発表の場であり、参加

者とのつながりづくりの日がやってきた。 

朝の 10 時から集まり、どのワークショップ

も準備に余念がない。いよいよスタート。場

所は違うが、1 時に井草で「灯りまつり」が、

セシオン会場では 1 時 30 分に「まちの物

語」、2 時に「ハッピーコミュニケーション」、

「コレクティブハウス」と続いた。 

入口にはきちんと案内の人が立ち、とても

親切に参加者を迎えている。これもとても大

切なことである。 

どのワークショップも最初は主催者側の受

講生も固く、参加者もちょっとぎこちない感

じ。でもアイスブレークを過ぎるくらいから

徐々に笑いも起こり、緊張がほぐれてくるの

がよくわかった。そして、ほとんど時間通り

に終了し、参加者もなかなか解散しなかっ

たのがワークショップの成功を物語ってい

た。参加者に気づきや学びを持ち帰っても

らうのが大事なのはもちろんのこと、受講生

が感じたことをしっかりふりかえっておくこと

が大切。だが何よりもこの日に向かって、ど

れだけ受講生が努力してきたか。それがま

ずは一番の収穫であり、成果である。皆様、

本当にお疲れ様でした！（湊） 

一方井草では・ 

井草の灯りまつり立ち上
げメンバー募集！ 

先陣を切ってスタート 

つくろう！みんなのすぎ
なみち思い出マップ 

 

2 時に

同時ス

タート 

「シェアする暮らし」 
～コレクティブハウス♪ 


